
競技校

審査委員記入欄

5段階評価　　　　評価項目ごとの大変良い（数字の最高値）⇔良い⇔普通⇔努力を有する⇔不十分（数字の最低値） 計

２０点（大変良い）１５点（良い）１０点（普通）８点（努力を有する）５点（不十分）

１０点（大変良い）８点（良い）６点（普通）４点（努力を有する）２点（不十分）

質疑応答

【競技時間規定】

　～５分２９秒　 ～５分５９秒
７分０１秒～
７分２９秒 ７分３０秒

７点減 ５点減 ５点減 ７点減

時間超過（時間不足６分未満も同様）

３０秒未満（５点減点）　３０秒以上（７点減点）

出場校へのコメント        

認知症の症状を理解した声かけ

第１２回（令和７年度）　九州地区高校生介護技術コンテスト　評価表（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術）

高等学校 審査委員名

評価項目 審査の参考ポイント 採点

□１０　□８　□６　□４　□２尊厳に基づくコミュニケーション

生活背景を理解したコミュニケーション

非言語的コミュニケーションの活用

自己決定を促す声かけ

個別化

利用者の主体性を促す声かけ

□１２　□１０　□８　□６　□４心身状況の理解と配慮

生活意欲を引き出すアプローチ

利用者の訴え
に対する
アプローチ

言語的コミュニケーションの工夫
□１２　□１０　□８　□６　□４

自己決定

これから行う支援の流れについて説明

□１０　□８　□６　□４　□２

／６０点

評価項目 ポイント 採点

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
技術

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の基本

適切な声量・距離

□８　□６　□４　□２　□０受容・傾聴の姿勢

状況に応じた気分・体調確認

利用者の意思確認・同意

チームケア
介護者同士の連携

□８　□６　□４　□２　□０
円滑な支援への工夫

認知症への
配慮

アピール

※３分間　減点対象なし

※エビデンスに基づく介護・創意工夫のある介護が基準

□２０　□１５　□１０　□８　□５

計
／２０点

評価項目 質疑内容と生徒の応答 採点

質疑応答
（自立を意識した支援）

減点対象なし

質疑

□１０　□８　□６　□４　□２

応答

質疑応答
（フリー）

　減点対象なし

質疑

□１０　□８　□６　□４　□２

応答

　　　   点　　

計
／２０点

採点結果

実技 アピール 総合点

／６０点 ／２０点 ／２０点 ／１００点
競技時間

　　　　　分　　　　　秒
６分～７分

適性時間 最終得点

11


